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Ⅰ 問  題  












これらの特徴は，「親の期待にそうように，常に周囲に気がねをして，自由な感情を抑える rイ  
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きた子どもが，青年期に至って問題を表面化するという現象も理解することができるであろう。   
以上のような観点から青年期を捉えると，この時期における過剰適応の問題を検討することに  
は大きな意義があると考えられる。  
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ることを通じて，過剰適応と外的および内的適応のあり方との関連について探索的に検討する。  
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Ⅳ 結果および考察  
1．P－Fstudyの評点化  
①反応語の評点化：外言についてはマニュアル（林，住田ら，1987）に従って，内言について   
は他に吉岡（1990）も参考にして評点化した。  
②内的攻撃性抑圧の指標：本研究の被験者の間で一般的な，本音と建前の使い分けを知るため   
に，100名の回答を無作為に抽出し，場面ごとの評点因子マトリックスを作成した。その結果，   
場面1，3，7，8，9，11，12，13，14，16の内言において80％以上の被験者が他責的な   
反応をしたことが判り，これを内的攻撃性の抑圧を測る基準とした。各被験者について，こ   
れら10場面の中で他責的反応が出現しない場面の数を数え，内的攻撃性の抑圧の指標とした。  
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表 過剰適応尺度因子分析結果  
項  目  FACTORI FACTOR2  



































固有値  4．463   3．703  
＊は逆転項目  
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適応を促すものであると言える。  
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じられると同時に，内面においても理想的規準に適う存在であろうとする姿が垣間見られる。   
対自因子は内言においてL反応の出現にのみ関わっていた。対自因子得点の高い人の方が，低  
い人よりもL反応が少なかった。対自因子の特性から考えると，自分に自信がなく， “自分が悪  
いのではないか”と思ってしまいやすいことから，自分を弁護し正当化するような考えは浮かび  
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2 Alexithymiaが個人の内面の感情に注目した場合の特徴であるのに村し，過剰適応は社会適応の面  
からみた特徴である（中川，1988）  
3 ここでいう主張性とは，内藤（1992）の言うような，「要求などの交渉や意見の主張という，行動  
的要素だけではなく，自己の気持ちや感情を素直に受け止め，表現することにも関与する」態度  
のことであると考えている。  




5 親子関係尺度に関する分析は下記卒業論文において論じたが，紙面の都合上本稿では扱わない。  
6 上位，下位の基準は，各々全体の25％とした。  
7 以下，下位検定についての表記では，対自因子得点の高低，対他因子得点の高低の順に文字を組   
み合わせ，HL群（対自国子得点上位，対他因子得点下位）のように記す。  
付  記   
本論文は京都大学教育学部に提出した1996年度卒業論文の一部に加筆，修正したものである。論文  
作成にあたりご指導いただいた，京都大学岡田康伸教授に謝意を表します。また，調査に協力してく  
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ださった多くの方々に心よりお礼申し上げます。  
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